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DLM (Distributed Large Memory)
ネットワークで結ばれたコンピュータの遠隔物理メモリを集め， 仮想的な大規模メモリを構築 する

ユーザレベルソフトウエア 高速・高安定に大規模データを扱うプログラムを実行可能

性能評価1  Cluster3.0
データファイルdemo.txt，利用メモリ26MB

DLM システム構成
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DLMの遠隔スワップ

DLMページ

DLMの新しいページ置換アルゴリズムCASIN (Clock Algorithm with Swap-IN history)
クロックアルゴリズムをベースに，スワップインの履歴を利用した低コストのページ置換アルゴリズム

スワップインの履歴を取り，次にスワップインする可能性の高いDLMページをスワップアウトしない
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履歴反映

クロックアルゴリズム

【条件】
①計算ノードが
保持している
②履歴反映分の
ページではない

各ページ固有のスワップイン履歴を用いたページ置換アルゴリズムCASIN

【条件】
①計算ノードが
保持している

履歴反映数３で
ページ0,3,9が選択されない

実験環境
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コンパイラ

Linux kernel2.6.18-
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L2 : 2MB/CPU(512KB/Core)
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2.3GHz QuadCore x 4CPU
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QuadCore x 2CPU
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HyperThread

CPU

HITACHI HA8000-tc/RS425HP ML150 G3HP ML150 G2マシン

東大T2Kメモリサーバ計算ノード

1Gbpsネットワークのクラスタ環境と，10Gbpsのクラスタ環境
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1Gbpsクラスタでの履歴反映率の実際の履歴反映数

1Gbpsクラスタでのローカルメモリ率別スワップ回数の比

従来の方式と
CASINを比較

ローカルメモリ率77%
履歴反映率92%

スワップ回数約32%
実行時間約38%まで減少
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10Gbpsクラスタでのローカルメモリ率別スワップ回数の比

性能評価2  他のアプリケーション
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Cluster3.0(1G)

Himeno benchmark

Cluster3.0(10G)

NPB IS.C

NPB FT.C

NPB SP.C

NPB CG.C

NPB MG.C

アプリケーション別実行結果のスワップ回数の比

20%前後では結果が
悪化することがほとんどなく
比較的良好な性能が得られる

全DLMページの
20%に履歴反映
数を自動設定

低速ネットワーク
だと，特に効果が
顕著である
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姫野ベンチマーク(ELARGE)
利用メモリサイズ：14GB

Cluster3.0
利用メモリサイズ：7GB

性能評価3  履歴反映数の自動設定 : 全DLMページの20%
10Gbpsクラスタでの実行結果

NPB SP Class C
利用メモリサイズ：1.3GB
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NPB IS Class C
利用メモリサイズ：1.6GB
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※各ローカルメモリ率における従来法における
スワップ回数・実行時間に対する相対比


